




































【調査日】2013 年 1 月 28 日 
28
【調査対象】愛知県立大学学部生 262 人（学部別内訳: 外国語 187 人、教育福祉 35 人、情報
14 人、日本文化 26 人） 
 
 2013 年度後期授業「コミュニティにおけるコミュニケーション」（亀井）履修者のうち 2013 年 1
月 28 日（月）の出席者全員を対象として、質問紙による調査を行った（資料 1）。 
 本講義では、コミュニケーション論の一環として、岩波書店『手話の世界を訪ねよう』（亀井, 















【有効回答】 217 人 




【学部別】 外国語: 113 人、教育福祉: 18 人、情報: 6 人、日本文化: 17 人、記入なし: 
63 人 
【性別】 男性: 30 人、女性: 144 人、記入なし: 43 人 














































































































































































































 有効回答数 217 人のうち、所属学部を回答した 154 人について、学部別に関心の傾向を見







4) 文系 3 学部（外国語、教育福祉、日本文化）に共通して、「非常に関心がある」の回答率が
もっとも高かったのが、Q3（初習者対象の講義履修への関心）であった。 
5) 文系 3 学部に共通して、Q4（既習者対象の講義履修への関心）においても、「非常に関心


















































































































 記述内容に従い、27 件を三つのカテゴリーに分けた。 
・ カテゴリー1: 語学講義への期待（15 件） 
・ カテゴリー2: 講演や交流行事への期待（7 件）  
・ カテゴリー3: その他、大学や社会への一般的提言、抱負など（5 件） 
 
 これらから、以下のような特徴を指摘できる。 




















































































































































































































































































生たちが中心となって、2013 年 5 月に「愛知県立大学手話の会」が発足した（2013 年 11 月現
在、メンバー15 名）（写真１）。同会は、高等言語教育研究所の学生自主学習支援を利用して、
毎週の手話の勉強会を続けている。 
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【資料 2】自由記述欄の結果（27 件） 
 内容により、大まかに三つのカテゴリーに分類した。 






















・ 手話の授業を開いてほしい。来年度が 4 年で最後なのですぐに…は難しいかも分か
りませんが、私のように学びたくても 2 年後にはいないので学べない人を出さないよう
に…！！（日本文化、女、2010） 
・ 上記のような企画・講義がもっとあっていいと思う（日本文化、女、2011） 
・ 手話の授業に興味があります。開講されたらぜひ受講したいです。（属性無回答） 
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【カテゴリー2】講演や交流行事への期待（7 件） 
・ 今年度以上に手話に関する講演を聞きたいです。できればもっと少人数で、和気あ
いあいと話したいです。（外国語、女、2009） 
・ ろう者の方とコミュニケーションをとれる場（機会）があればいいなと思います。（外国
語、女、2011） 
・ 今回手話について知る機会ができ、手話のことについて何も知らないということに気
がついた。何故小学校等で勉強の機会がないのかと不思議に思う。せっかく興味を
持てたのなら、前の大震災の講演のようなものに参加したい。（外国語、女、2012） 
・ 今回の授業のような手話の軽いイントロデュースなら面白いと思うが、手話をより深く
学び使えるようになろうとは思えません。（外国語、男、2012） 
・ 積極的に手話の講演を開催してほしい（教育福祉、女、2011） 
・ 講演会がすごく楽しかったので、またやってほしいです。（日本文化、女、2011） 
・ 今回の講義のような、手話について知る機会を増やせば良いと思う。この講義は非常
に面白かったです。（属性無回答） 
 
【カテゴリー3】その他、大学や社会への一般的提言、抱負など（5 件） 
・ 就活で手話が話せると言えたら強みになると思います。（外国語、女、2009） 
・ まず大学の取り組みがあるのかどうかも知らない。出来ればもっと公にすべきでは。
（外国語、男、2012） 
・ 恐らく入学するのに面接などが困難だと思われるので、面接でも手話ができる面接官
が欲しいのではないかと思いました。（情報、男、2010） 
・ 大学に入ってはじめて触れた手話で、とてもよい経験になった。本気でかんたんな手
話からでも始めてみようと思う。どんどん活動してほしい（属性無回答） 
・ 大事なニュースは、手話通訳者も写した方がよい（属性無回答） 
 
 
